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研究成果の概要（和文）：文化のグローバル化と混合における学校教育の役割を解明すべく、日

本とタイの政策比較と質問紙調査を行った。日本の２世代間、日・タイ大学生間の比較から、

明治以来の学校教育を通した音楽文化の近代化は、日本の全体の音楽文化に唱歌・童謡として

根付いたが、個人の領域では西洋ポップスの影響が大きいこと。政府が積極的に介入しなかっ

たタイでは、国、個人のいずれにおいても西洋ポップスの影響が大きいことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of clarifying the role of school education in the 
process of cultural globalization and hybridization, literature-based study and 
questionnaire-based study were conducted. The results indicate that modern Japanese 
cultural policy has created a new national musical culture but the influence has not 
reached people’s private musical lives and that in Thailand, where state did not play an 
active role in cultural transformation, both collective and individual musical identities are 
dominated by Western-style popular music.  
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１．研究開始当初の背景
文化のグローバル化によってローカルな

文化にどのような変化が起きるかは、多くの
研究者が関心をもっているテーマである。先
行研究の調査から、一つの文化への収斂、そ
れ以外の諸文化の自己主張の強化、文化の混

合などがグローバル化に伴う諸現象として
あげられる中で、開国後に西洋文化を取り込
んでいった明治維新以後の日本の近代化プ
ロセスが、文化のグローバル化による文化混
合の解明のヒントとして着目されているこ
とが明らかとなった。また、グローバル化は、
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市場経済の中で従来国家が担ってきた役割
を、ほとんど国家の存在感がないといわれる
までに弱めていると考えられていることも
わかった。このため、日本における明治維新
以来の文化の混合プロセスと結果としての
現在、その中で国家が担った役割を明らかに
することで、文化のグローバル化現象の解明
に貢献できると考え、この目的に適した事例
として、近代学校教育の開始と同時に教育計
画に取り入れられ、国家によって近代日本に
ふさわしい音楽文化への誘導が積極的にな
された音楽教育を取り上げることとした。
また、現学習指導要領にも見られるように、

1960 年代以降の学校音楽教育では、音楽文
化の西洋化が進む中での日本の伝統音楽文
化の継承も大きな課題となってきた。グロー
バル化の進行によって普遍的な音楽文化と
しての西洋大衆音楽がますます影響力を増
す中、日本の若者にとって、伝統音楽とはど
のような存在となっているのか、政府の伝統
文化尊重の政策の効果はどの程度あるのか
も、実証的に研究する意味があると考えた。
現在の日本の音楽文化の状況が、日本の近

代化における選択の結果であることを確認
するには、異なる選択をした比較対象が必要
である。このため、自国の意志によって近代
化を行ったにもかかわらず、音楽文化の西洋
化には国が積極的に介入せず、むしろ伝統音
楽重視の政策を取ってきた非西洋の国とし
て、タイを比較する事例とすることにした。

２．研究の目的
本研究では、文化のグローバル化によって

西洋の文化が普遍的文化として浸透してい
く中で、国はどのように文化の独自性の維持
と普遍的な文化の受け入れを両立させうる
のかを、日本とタイの近代化プロセスにおけ
る国家の意図としての音楽教育・文化政策分
析と、その結果としての両国国民の自国音楽
文化認識の比較分析によって実証的に明ら
かにすること目的とした。

３．研究の方法
 研究の方法としては、国の音楽文化形成に
対するインプットとしての政策に関する文
献調査、その政策のアウトプットとしての
人々の音楽文化認識を調査するための質問
紙調査の二つを併用した。そして日本とほぼ
同時期である 19 世紀末に独立国として自国
の意思で近代化を進めたタイを比較の対象
として選び、日本の異なる世代間、日本とタ
イの異なる文化間でこれらの結果を比較し
た。具体的には以下のとおりである。

（１） 日本とタイの近代化プロセスにお
ける文化・教育政策比較に関しては、日本語
および英語文献による文献調査を行った。

（２） 政策のアウトプットとしての音楽
認識を実証的に調査すべく、異なる時代の学
校教育を受けた、日本の 60 歳以上の人 （々76
名。会社 OB 会、地域の集会、催し物会場な
どで実施）と大学生（251 名。東京学芸大学、
山口大学で実施）を対象とした音楽文化認識
に関する質問紙調査を、両世代とも東京都内
および山口県内で実施し、比較した。調査内
容は「日本の音楽」「我が国の音楽」「郷土の
音楽」「好きな音楽・よく聞く音楽」の各項
目に対し、頭に浮かんだ曲名を 10 曲以内で
回答するものである。

（３） さらに、現代、同じように文化のグ
ローバル化にさらされているアジアの他の
国であっても、国の政策の違いによって、音
楽文化に何らかの違いがあるのかを比較す
るために、タイの大学生（199 名。タマサー
ト大学、シルパコン大学で実施）を対象とし
た同じ内容（「日本の音楽」に関してはかわ
りに「タイの音楽」）の質問紙調査を実施し、
比較分析した。

（４） 上記の異なる世代間、文化間の質問
紙調査の分析結果を、日本・タイ両国のこれ
までの音楽教育政策の類似点・相違点と合わ
せて考察した。 

４．研究成果 
（１）日・タイ近代化プロセスにおける音楽
政策比較から明らかになったのは、両国とも
ほぼ同じ時期に近代化の必要性に迫られ、学
校教育を通した国民の育成を認識していた
にも関わらず、近代化における音楽文化に関
する政策の選択が異なったということであ
る。そしてその結果、現在義務教育レベルの
音楽教育で扱われる音楽のタイプにも違い
が生じている。 
明治維新期の日本が、旧体制下の社会階層

や社会儀礼に縛られることなく、学校教育を
手段とした全国民を対象とした新しい文化
の形成や新しいリーダーの育成へとまい進
したのに対し、絶対王政下での近代化を進め
ることとなったタイでは、まず、王族および
貴族に対するエリート教育が優先され、一般
国民に対する学校教育の提供と文化の近代
化は後回しとなった。日本では 1900 年頃に
普通初等教育がほぼ普及したのに対し、タイ
では 1980 年代までこれを達成できなかった。  
また、日本では全国民の音楽文化の近代化

を図るべく、近代化と同時に学校音楽教育の
内容を吟味し、教材、教育課程、教育方法な
どの普及によって、西洋芸術音楽をベースと
した近代音楽文化の普及に努めたが、タイで
は、絶対王政下における宮廷音楽文化が発達
し、王族をパトロンとした伝統音楽文化が、
一般庶民の音楽文化とは遊離した状態で発



展していたため、西洋音楽を取り入れた新た
な音楽文化を一般庶民も含めた全国民に普
及させようという意図が存在しなかった。タ
イにこのような政策が登場するのは 1930 年
代になって絶対王政から立憲君主制に移行
し、ピブンソンクラーム首相が国政を担うよ
うになってからのことである。しかし、この
時にはすでにラジオや映画が普及し、西洋芸
術音楽の影響を受けたタイ音楽のみならず、
西洋大衆音楽を取り入れたタイポップスも
広まりつつあった。さらに、ピブンソンクラ
ーム首相の失脚後の歴代政権は、この音楽文
化の近代化政策を継続せず、学校音楽教育に
おいてはタイの伝統音楽文化重視へと回帰
した。また、最初は政府によって普及がはか
られたタイポップスは、後に都市富裕層が好
むタイポップスと農村および農村出身の貧
困層が好むタイカントリーポップスへと分
かれて発展した。 
 現在の日本とタイの義務教育レベルの音
楽教育で教えられている音楽の種類は、日本
では唱歌も含めた西洋音楽理論に基づく教
育目的の音楽が圧倒的に多く、その他として
伝統音楽、西洋芸術音楽、外国の民族音楽、
世界の大衆音楽などがあるが、タイの中学校
に関する先行研究では、バンコク地域で教師
が教えている音楽はタイポップスが一番多
く、ついでタイ伝統音楽、タイカントリーポ
ップス、西洋ポップス、西洋芸術音楽となっ
ている。 

（２）日本における 2世代の質問紙調査から
明らかになったのは、以下のことである。 

①「日本の音楽」に対する回答は、60 歳以上
の高齢者、大学生とも、大変よく似ていた。
もっとも多かったのは、唱歌や童謡などの明
治維新以来の政策が進めてきた西洋芸術音
楽理論をベースとする音楽であり、いずれの
世代でも 50％以上を占める。曲名も、滝廉太
郎作品が多い以外は、様々な曲があげられ、
カテゴリーとしてのこの種の音楽が、「日本
の音楽」のイメージとして定着していること
がわかる。 
 この次に多かったのは「伝統」カテゴリー
の曲で、大学生の回答では 25％、高齢者では
20％がこれにあたる。このカテゴリーの回答
は、「さくらさくら」と「君が代」に偏る傾
向がみられた。この傾向は特に大学生で強く、
2 曲合わせた割合は「伝統」カテゴリー全体
の 8割近くになる。高齢者では 37％にとどま
り、他に民謡や雅楽などの回答が入る。高齢
者にとっては「伝統」カテゴリーそのものが
「日本の音楽」のイメージとしてあるのに対
し、大学生では前述の 2曲のみに代表される。 
 3 番目に多かったのは日本の大衆音楽で、
大学生 15％、高齢者 19％である。 

②「我が国の音楽」に対する回答は、伝統音
楽のカテゴリーがもっとも多く、大学生で回
答数の 42％、高齢者では 47％であった。し
かし、大学生では圧倒的に「君が代」「さく
らさくら」が多かったのに対し、60歳以上の
回答ではそれほどこの 2 曲に偏らなかった。
特に「君が代」に関しては、大学生の「伝統」
カテゴリーの回答中、60％以上を占めたのに
対し、高齢者では 25％程度であった。この違
いは、国歌として学校教育で徹底された時代
に育った世代と、戦争の反動の時代に育ち、
「君が代」を国歌と呼んでいなかった世代の
違いであると思われる。また、60 歳以上では、
この他に多様な曲名の回答があったのに対
し、大学生では他の曲名は少なかった。つま
り、伝統音楽が「我が国の音楽」を代表して
いるというよりも、これら 2 曲が代表してい
ると考えたほうが妥当である。 
 2 番目に多かったのは唱歌・童謡系の音楽
であり、それぞれの世代で 30％を超え、曲名
も多様であった。3番目は日本の大衆音楽で、
いずれの世代でも 10％強であった。 

③「郷土の音楽」に対する回答では、世代間
に大きな違いがみられた。高齢者では全回答
数のうち過半数が「伝統」カテゴリーの曲で
あり、民謡が多かったが、大学生では「伝統」
カテゴリーは 34％にとどまり、第二位の唱
歌・童謡系の 28％が僅差で続く。高齢者では
唱歌・童謡系はわずか 8％であり、この種の
音楽に対する認識が大きく異なる。大学生の
回答の中身をみると、「ふるさと」や「赤と
んぼ」など、一般的なふるさとのイメージを
歌った曲が多く、「郷土の音楽」を自分自身
の郷土に結び付けて考えるという意識が高
齢者よりも希薄である。高齢者ではむしろ県
歌や町民歌など、地域の歌が 21％と多く、第
二位となる。あくまでも自分自身の郷土との
関連で回答しようという姿勢が顕著である。
地域の歌は大学生では 17％で第 3 位である。
大学生で 4番目、高齢者で 3 番目に多かった
のが日本の大衆音楽で、いずれも 10％程度で
ある。 

④「好きな音楽・よく聞く音楽」 
 この項目に対する回答は、いずれの世代と
も日本の大衆音楽がもっとも多かった。しか
し、大学生ではこの種の音楽が回答の 74％を
占めたのに対し、高齢者では 45％であり、こ
の差を埋めるように高齢者に多かったのが
大衆音楽を含めた外国音楽（35％）である。
外国音楽は大学生の回答では 20％であった。
両世代とも 3番目に多いのは唱歌・童謡系の
音楽で、大学生は 4％、高齢者では 11％であ
った。 



（３）タイの大学生に対する質問紙調査から
明らかになったのは、以下のことである。 

① 「タイの音楽」への回答は、タイポップ 
スが最も多く約 85％、後はカントリーポップ
ス、伝統音楽、西洋芸術音楽に影響されたタ
イ音楽、外国ポップスなどがごく少数ずつ存
在する。文献調査から明らかになったように、
タイポップスを聞く社会階層とカントリー
ポップスを聞く階層がはっきり分かれてお
り、富裕層・高学歴層に愛好される傾向のあ
るタイポップスは、ブルジョア音楽であると
考えられる傾向がある。つまり、上品で歌い
やすく、西洋音楽文化のもつ普遍性を共有し
ているタイ音楽と考えられ、この点において、
同様の 3条件を備えた日本の音楽として促進
された日本の唱歌・童謡と共通するものがあ
る。 

② 「我が国の音楽」に対する回答は、「タイ 
の音楽」に対する回答とは全く異なり、国王
や王族、教師などに対する敬意を表すために
西洋芸術音楽の要素を取り入れて作られた
賛歌が最も多く、全体の 34％を占める。次に
多いのがやはり西洋的な音楽である国歌で
あり、「我が国」の音楽とは、音楽スタイル
にかかわらず、国家や国王のことを歌った内
容の歌詞を持つものと認識していることを
示している。同様の理由から、現国王作曲の
ジャズも 6％ほど回答があった。次に多いの
は、1930 年代の近代化の中で作られた西洋的
な音楽であり、約 14％であった。大衆音楽は、
カントリーポップスとタイポップスがほぼ
同数で 5％弱、伝統音楽は 3％に過ぎなかっ
た。曲目にも偏りが見られ、国歌を回答した
ものが全 640 回答中 152、19 世紀のラーマ 5
世時代に西洋音楽の要素を取り入れて作ら
れた国王賛歌の回答が 126 あった。 
 「我が国の音楽」からの国家・国王の連想
は、日本での調査においてやはりこの項目の
回答として多数を占めた「君が代」と共通し
ている。 

③ 郷土の音楽」に対する回答は、伝統音楽 
が最も多く 36％、ついで 1930 年代の近代化
で作られた西洋式音楽が 27％、カントリーポ
ップスが 21％であり、他の項目と比べてカン
トリーポップスの多さが際立った。これは文
献調査から明らかになった、カントリーポッ
プスと農村および農村出身の労働者との結
びつきの強さによるものと思われる。回答者
は大学生でありながらも、タイ社会全体に浸
透しているこのイメージを共有しているこ
とがわかる。 

④ 「好きな音楽・よく聞く音楽」は、タイ 
ポップスが 37％、アジアポップスも含んだ西

洋的外国ポップスが 60％強であった。これら
の合計は 100％近くになり、タイの学生個人
の音楽生活は、ほとんど西洋的ポップスに限
定されていると言える。しかし、この結果は、
対象を学生に絞ったためでもあり、一般大衆
を対象とした場合は、先述の都市富裕層と農
村貧困層の音楽文化の分離状況から、カント
リーポップスが多くなることが予想される。
しかし、いずれにしても西洋ポップスの影響
を受けた大衆音楽であることには変わりな
く、伝統音楽や国家の近代化プロジェクトと
しての音楽が個人の音楽文化としては浸透
していないことが明らかとなった。 

（４）以上の日本とタイの文化・教育政策比
較、日本の 2世代間、日・タイ学生間の質問
紙調査の結果の比較から、日本が近代化と共
に政府のプロジェクトとして進めた唱歌の
普及政策の結果、「日本の音楽」の代表とし
てこの種の音楽が根付いていること。一方で、
このような政策を取らなかったタイでは、こ
れに当たるジャンルが文化の中の一つの層
として形成されなかったことがわかった。こ
れに基き、アジアの国が西洋音楽文化を自国
音楽文化に取り入れる過程において、その選
択が結果に何らかの影響を与え得るという
結論を得た。 
また、その一方で、その影響力の限界も示

された。つまり、明治維新期の日本のように、
メディアが発達していない時代に、政府が選
択した西洋的音楽を、学校教育を通して徹底
的に普及させ、その方針が現在まで一貫して
いる場合は、国民の集団としてのアイデンテ
ィティーとしてその音楽が国民の音楽文化
に根付くことができたが、これは国民集団と
しての共通の音楽文化の領域にとどまり、個
人レベルの音楽文化においては国家の影響
は及ばず、メディアの発達による文化のグロ
ーバル化によって世界を席巻しつつある西
洋大衆音楽文化が、どちらの国においても浸
透しているということである。 
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